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平成 19 年１月 23 日 

各  位 
 

会  社  名   株 式 会 社 大 阪 証 券 取 引 所 

代 表 者 名  取 締 役 社 長  米 田  道 生 

（コード 8697 ヘラクレス スタンダード） 

お 問 合 せ 先  広 報 グ ル ー プ 

（ Ｔ Ｅ Ｌ  ( 0 6 ) 4 7 0 6 － 0 8 0 0 ） 

 

ETF の多様化への対応を目的とした上場制度の見直し等について 

 

１ 趣旨 

近年，米国を始めとして，世界的に ETF1の多様化と市場拡大が進んでい

ます2。我が国においては純資産額が４兆円を超えるなど ETF の市場規模は

確実に拡大しているものの，上場銘柄は国内株価指数に連動するものに限

定されており多様化が進んでいるとは言えない状況にあります。 

ETF の多様化を図ることは，様々な市場環境に対応できるツールを安心

かつ低コストで投資家に提供することにつながり，我が国証券市場の発展

に寄与するものであることから，本年３月を目途として，ETF に関する上

場制度について所要の見直し等を行うこととします。 

 

２ 概要 

(1) ETF について 

ETF は，証券取引所に上場され株式と同様リアルタイムで売買されてい

                      
1 ETF とは「E

・

xchange T
・

raded F
・

unds＝上場投資信託」の略です。 
2 世界各国の市場では，国内の様々な株価指数だけでなく，国外の株価指数，債券指数，

商品価格等に連動する ETF が上場され，活発に取引が行われています。 
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ます。現在大証に上場されている ETF は以下の３銘柄ですが，全て日経

225 や日経 300 などの株価指数に連動するように設定されています。 

＜現在，大証に上場している ETF＞ 

コード 銘柄 連動対象 

1319 日経 300 株価指数連動型上場投資信託 日経 300 

1320 ダイワ上場投信－日経 225 日経 225 

1321 日経 225 連動型上場投資信託 日経 225 

 

(2) ETF 上場制度の見直し等について3 

現行の当所 ETF の上場制度では，ETF の連動対象を日経 225 や日経 300

などの株価指数に限定していますが，今回の上場制度の見直しにより，

連動対象の範囲を別紙１のように拡大します。こうした見直しに伴い，

投資成果が以下の指標に連動する ETF の上場・売買が可能となります。 

① 中国やインド等の外国株価指数 

② 金価格や金利等の指標 

 

(※)①，②の具体的スキーム例については別紙２をご参照ください。 

 

３ 今後の予定 

○ 平成 19 年１月 23 日～２月 13 日 パブリック・コメント募集 

○ 平成 19 年３月         実施予定 

以 上 

                      
3 見直し等の内容の詳細については，当所ホームページ（http://www.ose.or.jp/rules 

/ind_pc.html）掲載の制度要綱案（ETF の多様化への対応を目的とした上場制度の見直

し等について（案））を御参照ください。 



 

ETF の対象指標の範囲の変更イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙１ 

日経 225 及び日経 300 

（TOPIX 他８指数に限定） 

国内外の株価指数全般 

（中国やインド等の外国株価指数を含む）

対象を拡大 

（現  行） （変更後） 

 

株価指数以外の 

金価格や金利等の指標 

日経 225 及び日経 300 

（TOPIX 他８指数に限定） 
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